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第 1章 はじめに 
 




態型式（鈴木 2016）、石器製作技術（大場 2016）、石器石材（吉川耕 2016）、石器機能（鹿
又 2016）、遺跡形成過程（傳田 2016）、および古環境（古植生）（吉川昌 2016）であった。
このうち編年研究については、加速器質量分析法の開発と年代較正法の改良という技術的
な進歩を見せる放射性炭素年代測定法の成果と、従来の石器技術形態学的手法の成果の統




段階編年に有用な火山灰が堆積する関東地方南部（佐藤 1992；諏訪間 1988 など）と、
地球科学的手法の積極的な適用によって後期旧石器時代編年が確立しつつある北海道およ








といった人類史上重要なトピックに関連付けて議論される（Buvit et al. 2016；Graf 2009a；



































見られる第 3期の、大きく 3期に分けてそれぞれの概要を示す。 
 第 1期は 1970年代後半までの、表面採集資料の蓄積と、山形県下出土資料を中心とした
石器群の類型化、さらにそれを軸とした編年が活発に行われた時期である。表面採集資料が
増加していく中で、1958 年に加藤稔が東北地方で初めての後期旧石器時代遺跡の発掘調査














研究初期においては石刃（加藤 1960；加藤・小林 1959；菅井 1962b など）が、その後





本 1978；上野・加藤 1973；山内・佐藤 1967）。 
島畑（1956）は成田遺跡採集資料の紹介と同時に、その石刃の打面調整および頭部調整























多くの場合は石器群の編年や系統の議論に用いられた（剣持 1979；木﨑 1983；鈴木 1998；



























（Kanomata 2012a，2015a；鹿又 2015b；佐久間 2016）や、関東地方との技術形態学的共

















査は近年も地道に進められている（秦 2011；Yoshikawa et al. 2016など）。一方で、黒曜
石に焦点を当てた研究も見られる。吉川耕太郎は各遺跡における黒曜石製石器に注目し、そ




















史の第 3期に至って、ファブリック解析（傳田 2012；傳田・佐野 2012）や土壌化学性分析
（菅野 2016）による遺跡形成過程研究が登場したことから、発掘調査の段階から年代値の
妥当性の検証を見据えようとする姿勢が伺える。 
















































対象遺跡は 436遺跡 486文化層である。 














され、13,600±30 14C yr BP（Beta-92228）、14,670±30 14C yr BP（Beta-92229）、14,710±40 
14C yr BP（Beta-92230）、15,930±40 14C yr BP（Beta-92231）、13,680±30 14C yr BP（Beta-
92232）（炭化物集中から採取）、13,670±30 14C yr BP（Beta-101057）、18,030±40 14C yr 
BP（Beta-101058）、15,010±30 14C yr BP（Beta-101059）、および 15,740±40 14C yr BP
（Beta-101060）の 9点の測定値が報告されている。 













段丘面上に立地する。標高は約 10m、新井田川現河床との比高は約 5m である。発掘調査
面積は 1,634m2である（八戸市教育委員会 2008）。遺物包含層は、V~IX 層（古代~縄文）、
および XVI・XVII層（台形様石器・ナイフ形石器石器群）である。XVI層は褐灰色粘土質
火山灰層、XVII層は黄褐色粘土質火山灰層であり、十和田八戸テフラ（To-H）と十和田大
不動テフラ（To-Of）に挟まれる。XVI 層、XVI 層直下、XVII 層、XVII~XIX 層、および
XVII 層下位から採取された炭化物が測定され、それぞれ 13,820±80 14C yr BP（Beta-
212926）の 1点、12,650±60 14C yr BP（Beta-212927）、および 12,400±40 14C yr BP（Beta-
212928）の 2点、13,910±60 14C yr BP（Beta-212929）の 1点、15,860±70 14C yr BP（Beta-
212930）の 1点、31,940±390 14C yr BP（Beta-212931）の 1点、合計 6点の測定値が報
告されている。 


















230m、川井川および遠別川現河床との比高は約 20m である。発掘調査面積は 2,137m2で
ある（岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター2004）。遺物包含層は、III層（縄文）、お
よび IX・Xa層（細石刃石器群：第 II文化層；尖頭形石器・ナイフ形石器石器群：第 I文化
層）である。IX層および Xa層は明褐色土であり、十和田八戸テフラ（To-HP）下位かつ十
和田大不動テフラ（To-Of）上位に位置する。第 I文化層から採取された炭化物が測定され、
12,630±80 14C yr BP（Beta-176013）（以上 VI層）、32,800±800 14C yr BP（Beta-176015）、
30,100±400 14C yr BP（Beta-181000）（以上 IX層）、13,400±140 14C yr BP（Beta-176014）、
20,880±130 14C yr BP（Beta-176016）、13,580±40 14C yr BP（Beta-176268）、19,380±90 
14C yr BP（Beta-176267）、14,000±400 14C yr BP（Beta-180999）（以上 Xa層）、14,280±50 
14C yr BP（Beta-176012）（以上 Xb層）、31,730±370 14C yr BP（Beta-176017）、32,300±800 
14C yr BP（Beta-176020）（以上 XVa層）の 11点、第 II文化層から採取された炭化物が測



























石器群）である。尖頭器石器群産出層準である IIId 層は黄褐色火山灰層、IVa 層は明褐色
火山灰層であり、十和田八戸テフラ（To-HP）と秋田駒小岩井テフラ（Ak-K）に挟まれる。
放射性炭素年代測定は実施されていない。 







5. 板橋 III遺跡 
 遺跡は奥羽山脈北部の八幡平山地に位置する（N39°42′7″・E141°1′41″）。周辺の景観は雫
石盆地に区分される（小池他 2005）。遺跡は北上川水系雫石川左岸（北岸）の段丘面上に立
地する。標高は約 210m、雫石川現河床との比高は約 60mである。発掘調査面積は 155 m2
である（雫石町教育委員会 2008）。遺物包含層は、IX(L)層（台形様石器石器群）である。
IX(L)層は褐色土であり、秋田駒小岩井軽石（Ak-k）の下位に位置する。IX(L)層から採取さ
れた炭化物が測定され、26,070±120 14C yr BP（IAAA-72462）、28,390±150 14C yr BP
（IAAA-72463）、および 27,160±130 14C yr BP（IAAA-72464）の 3点の測定値が報告さ
れている。 
 台形様石器石器群では、2 箇所の石器集中から合計 123 点の遺物が出土した。石器組成







6. 峠山牧場 I遺跡 A地区 
 遺跡は奥羽山脈中央部に位置する（N39°17′53″・E140°50′37″）。周辺の景観は真昼山地
に区分される（小池他 2005）。遺跡は和賀川を堰き止めてできた錦秋湖（湯田ダム）を北に
臨む段丘面上に立地する。標高は約 300m である。発掘調査は 2 次にわたって実施され、
発掘調査面積は合計 43,000m2である（岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1999）。
遺物包含層は、Ib 層（近世、平安、縄文）、Ic 層（縄文草創期）、Ic 層最下部（尖頭器石器
群：第 7文化層）、IIa層最上部（細石刃石器群：第 6文化層）、IIa層上半部（台形様石器・
尖頭形石器・ナイフ形石器・尖頭器石器群：第 5文化層）、IIa層上部下半部（台形様石器・






第 3～7文化層は AT上位、第 1・2文化層は AT下位に位置付けられている。第 3文化層の
ブロック（石器集中）12から 7,450±150 14C yr BP（Gak-18477）、8,100±130 14C yr BP
（Gak-18478）、IIb 層から 30,550±1190 14C yr BP（Gak-18479）、IIa 層から 7,690±120 
14C yr BP（Gak-18480）の 4点の放射性炭素年代測定値が報告されている。 
 第 7 文化層の尖頭器石器群では、尖頭器と局部磨製石斧が離れて出土した。石器石材は
頁岩、凝灰岩である。プライマリー・リダクション技術には石斧技術が認められる。セカン
ダリー・リダクション技術には、両面調整技術が認められる。 
 第 6文化層の細石刃石器群では、2箇所の石器集中から合計 8点の遺物が出土した。石器
組成は、細石刃、および細石刃核である。石器石材は頁岩である。プライマリー・リダクシ
ョン技術には細石刃技術、および両面調整技術が認められる。 
 第 5 文化層の台形様石器・尖頭形石器・ナイフ形石器・尖頭器石器群では、17 箇所の石










































7. 大渡 II遺跡 
 遺跡は奥羽山脈中央部に位置する（N39°18′50″・E140°44′58″）。周辺の景観は真昼山地
に区分される（小池他 2005）。遺跡は和賀川支流の鬼ヶ瀬川左岸の段丘上に立地する。標高
は約 270mである。発掘調査は 3次にわたって実施され、発掘調査面積は合計 54,900m2で
ある（岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1995）。遺物包含層は、IIDb~IIBb層（尖




から姶良 Tnテフラ（AT）が検出されており、第 2・3文化層は AT上位、第 1文化層は AT
下位である。第 2文化層の炭化物集中（集中区）のうち、第 5集中区から 22,710±480 14C 
yr BP（Gak-17730）、第 6集中区から 22,750±430 14C yr BP（Gak-17727）、第 7集中区か
ら 26,000±760 14C yr BP（Gak-17721）、第 8 集中区から 24,740±600 14C yr BP（Gak-
17720）、21,500±470 14C yr BP（Gak-17722）、第 10集中区から 27,780±1060 14C yr BP
（Gak-17726）、第 11集中区から 26,150±900 14C yr BP（Gak-17725）、また第 1文化層の
炭化物集中のうち、第 1 集中区 24,560±450 14C yr BP（Gak-17729）、第 2 集中区から
27,740±920 14C yr BP（Gak-17724）、第 3集中区から 17,740±270 14C yr BP（Gak-17723）、

































財センター1996）。遺物包含層は、第 I 層（縄文、弥生、古代、中世）、第 I 層下層最下部
（有茎尖頭器石器群：第 Ic文化層）、第 IIa層上部（細石刃石器群：第 IIa(上)文化層）、第
IIb 層上面（ナイフ形石器石器群：第 IIa(下)文化層）、第 IIb 層中部（台形様石器・ナイフ
形石器石器群：第 IIb(上)文化層）、第 IIc 層上面（台形様石器石器群：第 IIb(下)文化層）、
第 IIc 最上層下部（台形様石器石器群：第 IIc(上)文化層）、第 III 層上面（剥片石器群：第
IIc(下)文化層）、および第 IVa 層最下部（後期旧石器時代以前？：第 IVa 文化層）である。
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第 Ia~c層は暗褐色~黒褐色腐植層、第 IIa~c層は暗黄褐色~黄褐色粘土層、第 IIIa・b層は
黄褐色浮石層、第 IVa~e 層は淡黄灰色~黄褐色砂礫層である。第 IIa 層最下部には姶良 Tn
テフラ（AT）が見られ、第 Ic・IIa(上)文化層は AT上位、IIa(下)~IVa文化層は AT下位に
位置する。第 IIa層下部から 12,150±950 14C yr BP（Gak-18460）、第 IIa層下部~第 IIb層
上部から 17,010±1210 14C yr BP（Gak-18461）、第 IIc層下部から 23,670±920 14C yr BP
（Gak-18462）、32,150±2880 14C yr BP（Gak-18463）の 4点の放射性炭素年代測定値が
報告されている。 




 第 IIa(上)文化層の細石刃石器群では、1 箇所の石器集中から合計 33 点の遺物が出土し
た。石器組成は、細石刃、剥片、細片、敲石、台石、礫、礫片、およびアスファルト塊であ
る。石器石材は頁岩である。プライマリ ・ーリダクション技術には細石刃技術が認められる。 













 第 IIb(下)文化層の台形様石器石器群では、2箇所の石器集中から合計 82点の遺物が出土


























7,770±50 14C yr BP（IAAA-40280）、3,540±40 14C yr BP（IAAA-41380）、2,180±40 14C yr 
BP（IAAA-41381）の 3点の測定値が報告されている。 
















され、遺物集中区 I1から 4,120±40 14C yr BP（IAAA-71380）、21,540±90 14C yr BP（IAAA-
71381）、2,140±30 14C yr BP（IAAA-71382）の 3点、遺物集中区 II1から 1,940±30 14C yr 
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BP（IAAA-70326）の 1点、遺物集中区 II3から 28,190±150 14C yr BP（IAAA-70328）、
27,920±160 14C yr BP（IAAA-70329）、12,380±60 14C yr BP（IAAA-71379）の 3点、遺
物集中区 II7から14,640±60 14C yr BP（IAAA-71383）、12,550±50 14C yr BP（IAAA-71384）
の 2点、さらに、IV~V 層から 950±40 14C yr BP（IAAA-70325）の 1点、VI層から 2,280±40 
14C yr BP（IAAA-70327）の 1点、III層から 15,780±60 14C yr BP（IAAA-71378）の 1点
の、合計 12点の年代値が報告されている。 
















11. 下嵐江 I・II遺跡 












ており、石刃石器群、尖頭器 I群は AT上位かつ As-YP下位、尖頭器 II・III・IV・Va・Vb
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群、細石刃 I・IIa・III群、および不明石器群は As-YP上位に当たる。細石刃 IIb群は攪乱
層からの出土である。石器集中から採取された炭化物が測定され、石刃 I群古段階の集中区
7から 5,760±40 14C yr BP（IAAA-80758）、5,470±40 14C yr BP（IAAA-80759）、19,160±80 
14C yr BP（IAAA-80760）、19,150±70 14C yr BP（IAAA-80761）、石刃 I群新段階の集中区
12から 2,880±30 14C yr BP（IAAA-91285）、石刃 II群の集中区 17から 17,400±70 14C yr 
BP（IAAA-91291）、8,230±40 14C yr BP（IAAA-91292）、8,210±40 14C yr BP（IAAA-91293）、
同集中区 20から 20,120±80 14C yr BP（IAAA-91301）、70±30 14C yr BP（IAAA-91302）、
6,300±40 14C yr BP（IAAA-91303）、6,140±40 14C yr BP（IAAA-91304）、尖頭器 I群の集
中区 18から 6,340±40 14C yr BP（IAAA-91294）、8,440±40 14C yr BP（IAAA-91295）、
8,350±40 14C yr BP（IAAA-91296）、8,290±40 14C yr BP（IAAA-91297）、5,610±30 14C yr 
BP（IAAA-91298）、6,450±40 14C yr BP（IAAA-91299）、8,270±40 14C yr BP（IAAA-91300）、
尖頭器 III 群の集中区 1 から 6,240±40 14C yr BP（IAAA-80756）、6,310±40 14C yr BP
（IAAA-80757）、同集中区 14から 5,390±30 14C yr BP（IAAA-91286）、6,920±40 14C yr 
BP（IAAA-91287）、7,030±40 14C yr BP（IAAA-91288）、6,900±40 14C yr BP（IAAA-91289）、
6,900±40 14C yr BP（IAAA-91290）、細石刃 I群の集中区 8から 3,870±30 14C yr BP（IAAA-
80763）、4,120±40 14C yr BP（IAAA-80764）、3,690±40 14C yr BP（IAAA-80765）、細石
刃 IIa群の集中区 11から 5,780±40 14C yr BP（IAAA-80762）の、合計 30点の測定値が報
告されている。 




 細石刃 IIb 群の細石刃石器群では、細石刃 1 点と細石刃核 1 点がそれぞれ単独で出土し
た。石器石材は頁岩である。プライマリー・リダクション技術には細石刃技術、および両面
調整技術が認められる。セカンダリー・リダクション技術は不明である。 

















































































12. 松木台 III遺跡 
 遺跡は奥羽山脈西麓の秋田平野に位置する（N39°38′26″・E140°12′40″）。周辺の景観は
秋田平野に区分される（小池他 2005）。遺跡は雄物川水系岩見川左岸（南岸）の段丘面上に

















13. 下堤 G遺跡 
 遺跡は太平山地南西麓の秋田平野に位置する（N39°39′46″・E140°9′41″）。周辺の景観は
秋田平野に区分される（小池他 2005）。遺跡は雄物川水系岩見川右岸（北岸）の段丘面上に
立地する。標高は約 41m、岩見川現河床との比高は約 36mである。発掘調査面積は 195m2
である（秋田市教育委員会 2013）。遺物包含層は、II層（縄文時代）および IVa・IVb層（台
形様石器・尖頭形石器石器群）である。台形様石器・尖頭形石器石器群産出層準である IVa
層は暗黄褐色土層、IVb 層は明褐色土層である。遺跡から約 1.3km 北東の、遺跡の立地す
るものよりも一段高い段丘面上の別地点より採取した試料の分析によって、遺跡の II 層下
部~III 層上部に対応する層準から姶良 Tn テフラ（AT）が検出されているため、当該石器
群は AT下位に位置すると考えられている。 
 III~IVb層の台形様石器・尖頭形石器石器群では、2箇所の石器集中から合計 872点の遺


















の平坦面に立地する。標高は約 150m、長崎川現河床との比高は約 60m である。発掘調査
面積は 315m2である（栗原市教育委員会 2010）。遺物包含層は、II~III層（古代~縄文）お
よび III~IV 層（台形様石器石器群）である。台形様石器石器群産出層準である III・IV 層
はいずれも黄褐色粘土層であり、姶良 Tn テフラ（AT）と鳴子柳沢テフラ（Nr-Y）に挟ま
れる。IV 層から採取された炭化物が測定され、30,740±160 14C yr BP（IAAA-82998）、











15. 薬莱原 No.15遺跡 
 遺跡は奥羽山脈中央部に位置する（N38°34′26″・E140°43′17″）。周辺の景観は船形・蔵王
山地に区分される（小池他 2005）。遺跡は鳴瀬川右岸（南岸）かつ鹿又川左岸（北岸）の段
丘面上に立地し、約 2.5km 東方に両河川の合流点を望む。標高は約 200m、鳴瀬川現河床




取された炭化物が測定され、それぞれ 28,870±130 14C yr BP（IAAA-111813）、および


















測定され、19,430±400 14C yr BP（GaK-13861）、24,300±1810/1480 14C yr BP（NU-122）、















高は約 55m、名取川現河床との比高は約 25mである。発掘調査面積は約 10,000m2である
（仙台市教育委員会 1985，1987，2003）。遺物包含層は、第 2~4層（縄文・古代）、および
第 5・6 層（ナイフ形石器石器群）である。第 5・6 層は明褐色ローム層であり、浅間草津
黄色軽石（As-K）と蔵王川崎テフラ（Za-KW）に挟まれる。また、第 7 層上部および第 6
層には姶良丹沢テフラ（AT）が検出されている。第 6層から採取された炭化物が測定され、
















段丘面上に立地する。標高は約 100m、新川現河床との比高は約 50m である。発掘調査面














19. 太郎水野 2遺跡 
 遺跡は奥羽山脈西麓の丁岳山地に位置する（N38°54′59″・E140°19′51″）。周辺の景観は
丁岳山地に区分される（小池他 2005）。遺跡は最上川水系中田春木川左岸（南岸）の段丘面
上に立地する。標高は約 215m、中田春木川現河床との比高は約 65m である。発掘調査面
積は 10,800m2である（山形県埋蔵文化財センター2008）。遺物包含層は、II層（縄文）、お
よび IIIa 層（尖頭形石器石器群）である。IIIa 層はにぶい黄橙粘質シルトであり、浅間草
津軽石（As-K）の上位に位置する。 










20. 上ミ野 A遺跡 
 遺跡は奥羽山脈西麓の朝日山地に位置する（N38°45′13″・E140°15′28″）。周辺の景観は
新庄盆地に区分される（小池他 2005）。遺跡は最上川水系升形川右岸（北岸）の段丘面上に





炭化物が測定され、それぞれ 23,230±80 14C yr BP（IAAA-100030）、および 10,460±40 14C 
yr BP（IAAA-100029）の 2点の測定値が報告されている。 



























および 3 層（尖頭形石器石器群）である。3 層は明褐色シルト質粘土層である。1b 層から
浅間板鼻黄色軽石（As-YP）、2 層から姶良 Tn テフラ（AT）が検出されたことから、石器
群は AT 下位より出土していると捉えられる。3 層から採取された炭化物が測定され、
2,440±30 14C yr BP（IAAA-101793）、8,870±40 14C yr BP（IAAA-111935）、10,430±40 14C 
yr BP（IAAA-111936）、12,280±50 14C yr BP（IAAA-121646）、3,650±20 14C yr BP（IAAA-
133572）、12,380±40 14C yr BP（IAAA-133573）、7,980±30 14C yr BP（IAAA-134116）、
8,967±28 14C yr BP（TKa-15924）、7,752±27 14C yr BP（TKa-15970）、および 11,884±35 















を望む。標高は約 75m、最上川現河床との比高は約 15m、朧気川現河床との比高は約 15m、
丹生川現河床との比高は約 10mである。発掘調査面積は約 100m2である（宇野・上野 1975）。



















置すると考えられる。III 上・中層、III 中層、および III 中~下層から採取された炭化物が
測定され、それぞれ 4,500±30 14C yr BP（IAAA-131676）の 1点、16,910±50 14C yr BP
（IAAA-131674）、4,290±30 14C yr BP（IAAA-131675）、および 11,970±40 14C yr BP（IAAA-
131677）の 3点、12,020±40 14C yr BP（IAAA-131673）の 1点の、合計 5点の測定値が
報告されている。 













岸）の段丘面上に立地する。標高は約 280m、大入間川現河床との比高は約 40m である。
発掘調査面積は 1,208m2である（阿部・五十嵐 1991；阿部他 1995；山形県埋蔵文化財セン
ター1995）。遺物包含層は、I~II 層（縄文）、および II~III 層（尖頭形石器・ナイフ形石器
石器群）である。II・III 層は褐色砂質粘土層であり、主な後期旧石器時代遺物産出層準は
姶良 Tnテフラ（AT）と浅間草津黄色軽石（As-YPk）に挟まれると考えられている。III層
から採取された炭化物が測定され、6,470±100 14C yr BP（I-17391）の測定値が報告されて
いる。 






















炭化物が測定され、前者からは 5,830±30 14C yr BP（IAAA-112298）、5,770±30 14C yr BP
（IAAA-122561）、6,200±30 14C yr BP（IAAA-122562）の 3点、後者からは 20,090±70 14C 
yr BP（IAAA-112299）、20,340±60 14C yr BP（IAAA-112300）、20,270±60 14C yr BP（IAAA-
112301）、および 20,200±60 14C yr BP（IAAA-112302）の 4点の、合計 7点の測定値が報
告されている。また、表土よりナイフ形石器や細石刃核などが散発的に出土しているが、帰
属層準が不明であるため、本稿では検討しない。 





































かつ As-YP下位、LVの石器群は AT下位と考えられている。LIVの 3号ブロックから採取










































る。標高は約 270m、金波川現河床との比高は約 10m、阿武隈川現河床との比高は約 20m
である。発掘調査面積は 58,000m2 である（福島県文化振興事業団遺跡調査部遺跡調査課
2002c）。遺物包含層は、LIV（縄文以降）、および LVII・LVIII（尖頭形石器石器群）であ






















東ブロックは AT上位かつ As-YP下位に、西ブロックは AT下位に位置付けられている。 
















 また、両ブロック北方から細石刃核 1 点が出土しているが、縄文時代遺物と同じ層準か
ら出土したこと、および単独での出土であることから、本稿では検討対象としない。 
 
31. 笹山原 No.16遺跡 
 遺跡は奥羽山脈南部の吾妻・磐梯山地に位置する（N37°31′1″・E140°0′54″）。周辺の景観
は猪苗代盆地に区分される（小池他 2005）。遺跡は猪苗代湖北西岸の丘陵地帯に立地する。






出されている。4a・4b 層から採取された炭化物が測定され、4a 層からは 30,150±170 14C 
yr BP（IAAA-90092）、30,710±180 14C yr BP（IAAA-90095）、28,090±180 14C yr BP（IAAA-
90096）、30,690±190 14C yr BP（IAAA-90097）、30,560±200 14C yr BP（IAAA-90098）、
および 30,050±190 14C yr BP（IAAA-90099）の 6点、4b層からは 28,030±180 14C yr BP
（IAAA-70356）、28,140±190 14C yr BP（IAAA-70357）、30,660±140 14C yr BP（IAAA-
161318）、30,680±140 14C yr BP（IAAA-161319）（以上 4点は炉址から採取）、28,160±
130 14C yr BP（IAAA-80035）、27,710±120 14C yr BP（IAAA-80036）、29,510±130 14C 
yr BP（IAAA-80037）、29,950±150 14C yr BP（IAAA-80038）、29,910±160 14C yr BP
（IAAA-80039）、29,410±150 14C yr BP（IAAA-80040）、29,860±160 14C yr BP（IAAA-
80041）、28,410±130 14C yr BP（IAAA-80042）、30,190±180 14C yr BP（IAAA-90100）、
30,140±180 14C yr BP（IAAA-90102）、および 27,890±170 14C yr BP（IAAA-90103）の
15点、合計 21点の年代値が報告されている。 
 台形様石器・尖頭形石器石器群では、4箇所の石器集中から合計約 5000点の遺物が出土























4) 2と 3の検討結果を統合し、東北地方の後期旧石器時代の地質編年を構築する、 
である。特に手順 1~3について、以下に詳しく記述する。 
 















































るが、町田・新井（2003）によれば、当該コアの曲線をより分解能の高い Stuiver and Grootes








































げると、Pettitt et al.（2003）は、放射性炭素年代値の信頼度を示す方法として、1) 試料の
汚染と無関係な炭化物の混入、2) 化学的に異なる物質の測定の有無、3) 精度、4) 試料の産
出状況と前処理、5) 試料の測定方法と報告状況、6) 人類活動と試料の関連の確実性、7) 試
料と特定の考古学的記録との関連、8) 遺物包含層の年代値の数量と性質、および 9) 試料の
サイズと他の試料との関連という、合計 9 つの判定基準を提案した。それぞれに 0~4 のス
コアを設定し、スコアの合計によって年代値の信頼度（0~36）を示し、またスコア合計 27
以上の年代値を十分に信頼できるものとした。Graf（2009b）は Pettitt et al.（2003）の判
定基準を一部援用し、自身の研究対象地域である南―中央シベリアの地理的背景に照らし




7) 層位的コンテクストと試料の年代であり、スコア合計 21 以上の年代値を十分に信頼で
きるものとした。また、トランスバイカル、ロシア、古サハリン―北海道―千島半島を対象
地域とした Buvit et al.（2016）は、1) <11,500 cal BP（<10,000 14C BP）の新しい年代値、
2) 測定限界を超える古い年代値、3) 土壌のフミン酸塩を測定した年代値、4) 骨のアパタ
イトを測定した年代値、および 5) 考古学的コンテクストとの関連が不明瞭な年代値の 5項
目のうち 1つでも該当したものを検討対象から除外する方法を採用している。 








よく支持されると考えられるため、出穂・赤井（2005）の条件 2を採用する。これは Pettitt 
et al.（2003）の判定基準 1・4・6・7、Graf（2009b）の判定基準 1・3・4、Buvit et al.




（2016）の条件 1・2を採用する。Pettitt et al.（2003）の判定基準 2、Graf（2009b）の






















正プログラムが特に約 15 ka を超える年代について誤差を生じさせる可能性が高かったこ
とから、暦年較正は行わなかった。近年、分解能の高い水月湖の年縞堆積物の分析成果を援








代について検討する。なお、較正年代はいずれも年代較正プログラム OxCal 4.3 を用いて
較正したものであり、誤差は全て 2σ（95.4%）の範囲で示した。 
 











算出する。いずれの指数も日本列島においては適用例が少ないが（Buvit et al. 2014；森先
2013）、既に一定の有効性が示されている。以下にその概要を示す。 
 
























































第 3項 二次加工強度 
 
 二次加工強度（Retouch Intensity）の算出方法の一つとして、Kuhnの片面リダクション
の幾何学的指数（Geometric Index of Unifacial Reduction：GIUR）がある（Kuhn 1990）。
この指数では、二次加工のある部分における石器断面の最大厚に対する二次加工の厚さの










いるが（Hiscock and Clarkson 2005）、断面形状の変異の影響を受けやすいという短所が
あり、そのうち最も重要と思われるのが、Dibbleの指摘した「平坦剥片の問題（“flat flake” 
problem）」である（Dibble 1995）（第 11図 1-2）。平坦な素材剥片を利用した二次加工石器



























 また、Andrefsky Jr.は Clarkson の指数を応用し、着柄の両面調整石器の二次加工指数
（Hafted biface Retouch Index：HRI）を提案した（Andrefsky Jr. 2006）。この方法では、
着柄部を除いた部分を縦に二分する中央線を想定し、その左右を 4 つずつの区域に表裏面
































































第 1表 本稿で利用するテフラと 1990 年以降に提出された主な年代値 
テフラ名 記号 年代 測定方法 引用文献 
肘折尾花沢テフラ Hj-O 11-12 ka C* 町田・新井 2003 
秋田駒柳沢テフラ Ak-Y 
11.6-11.9 ka C* 和知他 1997 
11-11.9 ka C* 町田・新井 2003 





15,530-14,230 cal BP C 
寺田他 1994 
ca. 12,650 yr BP D 
14.9-15.3 ka OI 青木・新井 2000 
15 ka C, OI 町田・新井 2003 
15,780-15,320 cal BP C 
小川他 2011 16.5±4.7 ka TL 
13.7±4.9 ka TL 







13 ka C 小岩・早田 1994 
16,990-15,620 cal BP C 中村他 1997 
15-16.5 ka C, ST 町田・新井 2003 
鳴子潟沼上原テフラ Nr-KU 10-20 ka C, ST 町田・新井 2003 
姶良 Tnテフラ AT 
25.4-26.0 ka OI 青木・新井 2000 
26-29 ka C, OI 町田・新井 2003 
30,009±189 yr BP V Smith et al. 2013 
蔵王川崎テフラ Za-KW 
>30ka C, ST 町田・新井 2003 






29-29.6 ka OI 青木・新井 2000 
≧32ka C, ST 町田・新井 2003 






第 4章 結果 
 




遺跡の石器組成と石器製作技術は、それぞれ第 3 表、および第 4 表に、テフラの同定状況
は第 5表にまとめている。抽出した資料のうち、条件③を満たし、放射性炭素年代値の妥当
性を検証する要件を満たしているのは、田向冷水遺跡、早坂平遺跡第 I 文化層、大渡 II 遺
跡第 1・2文化層、松木台 III遺跡、山田上ノ台遺跡、薬莱原No.15遺跡、および赤柴遺跡












① ② ③ 下位 上位 
1 五川目（6） - ○     To-Of To-HP ○ 
2 田向冷水 - ○   ○ To-Of To-HP ◎ 
3 早坂平 
II ○     To-Of To-HP ○ 
I ○   ○ To-Of To-HP ◎ 
4 大崎 -   ○  To-HP Ak-K   
5 板橋 III - ○     - Ak-K ○ 
6 峠山牧場 IA 
7   ○   AT -   
6   ○   AT -   
5   ○   AT -   
4   ○   AT -   
3   ○   AT -   
2   ○   - AT   
1   ○   - AT ○ 
7 大渡 II 
3 ○    AT -   
2 ○  ○ AT - ◎ 
1 ○  ○ - AT ◎ 
8 柏山館跡 
Ic ○     AT -   
IIa(上) ○     AT -   
IIa(下) ○     - AT ○ 
IIb(上) ○     - AT   
IIb(下) ○     - AT   
IIc(上) ○     - AT   
IIc(下) ○     - AT ○ 
9 二の台長根 -   ○   To-H - ○ 
10 岩洞堤 
I   ○   To-H - ○ 
II   ○   To-H - ○ 
11 下嵐江 I・II 
不明   ○   As-YP -   
細石刃 III   ○   As-YP -   
細石刃 IIｂ   ○   As-YP -   
細石刃 IIa   ○   As-YP - ○ 
細石刃 I   ○   As-YP - ○ 
尖頭器 Vb   ○   As-YP -   
尖頭器 Va   ○   As-YP -   
尖頭器 IV   ○   As-YP -   
尖頭器 III   ○   As-YP - ○ 
尖頭器 II   ○   As-YP -   
尖頭器 I   ○   AT As-YP ○ 
石刃 II   ○   AT As-YP ○ 
石刃 I 新   ○   AT As-YP ○ 
石刃 I 古   ○   AT As-YP ○ 
12 松木台 III -   ○ ○ - To-H ◎ 
13 下堤 G -   ○   - AT   
14 大久保 -   ○   - AT ○ 
15 薬莱原 No.15 - ○ ○ ○ Nr-KU Hj-O ◎ 
16 富沢 -   ○   AT - ○ 
17 山田上ノ台 - ○ ○ ○ Za-KW As-K ◎ 
18 賀篭沢 - ○     Za-KW -   
19 太郎水野 2 -   ○   As-K -   
20 上ミ野 A 
A 群   ○   AT To-H ○ 
B 群   ○   AT To-H   
21 高倉山 -   ○   - AT ○ 
22 清水西 - ○     - Hj-O ○ 
23 角二山 - ○     - Hj-O   










① ② ③ 下位 上位 
25 赤柴 -   ○ ○ As-YP - ◎ 
26 荻原 -   ○   - As-YP ○ 
27 大谷上ノ原 
IV   ○   AT As-YP ○ 
V   ○   - AT   
28 小塙城跡 -   ○   AT As-YP   
29 江平 -   ○   - AT   
30 一里段 A 
東   ○   AT -   
西   ○   - AT   









第 3表（1/3） 本稿で扱う遺跡の石器組成 


















I 類 II 類 III 類 
1 五川目（6） -           ○ ○         ○ ○   ○   
2 田向冷水 -     ○   ○             ○ ○   ○   
3 早坂平 
II             ○     ○ ○           
I       ○ ○         ○ ○ ○   ○ ○   
4 大崎 -           ○       ○ ○ ○         
5 板橋 III - ○ ○                             
6 峠山牧場 IA 
7           ○                   ○ 
6             ○ ○                 
5 ○ ○ ○ ○ ○ ○       ○ ○ ○     ○   
4     ○ ○           ○             
3     ○ ○           ○ ○ ○       ○ 
2     ○ ○               ○   ○     
1     ○                           
7 大渡 II 
3       ○ ○         ○ ○           
2       ○ ○         ○ ○     ○ ○   
1     ○ ○ ○         ○ ○ ○ ○       
8 柏山館跡 
Ic           ○                     
IIa 上             ○                   
IIa 下         ○ ○       ○ ○ ○         
IIb 上     ○                 ○   ○     
IIb 下 ○   ○                 ○         
IIc 上     ○                 ○         
IIc 下                                 
9 二の台長根 -   ○ ○                           
10 岩洞堤 
I         ○                       





第 3表（2/3） 本稿で扱う遺跡の石器組成 


















I 類 II 類 III 類 
11 下嵐江 I・II 
不明                   ○   ○     ○   
MB III             ○                   
MB IIｂ             ○ ○                 
MB IIa             ○     ○ ○ ○         
MB I             ○ ○ ○     ○         
Po Vb           ○         ○ ○         
Po Va           ○         ○           
Po IV           ○         ○ ○     ○   
Po III ○         ○       ○ ○ ○     ○   
Po II           ○     ○ ○             
Po I         ○ ○     ○ ○ ○ ○   ○ ○   
Bl II       ○   ○     ○ ○ ○ ○     ○   
Bl I 新         ○ ○       ○   ○     ○   
Bl I 古         ○         ○             
12 松木台 III -     ○ ○                         
13 下堤 G -     ○ ○             ○ ○         
14 大久保 -     ○                          
15 薬莱原 No.15 -       ○ ○               ○       
16 富沢 -         ○                       
17 山田上ノ台 -         ○                   ○   
18 賀篭沢 -         ○         ○ ○ ○     ○   
19 太郎水野 2 -       ○   ○       ○ ○           
20 上ミ野 A 
A 群         ○ ○       ○ ○ ○ ○       
B 群       ○ ○       ○ ○ ○   ○       
21 高倉山 -       ○           ○ ○           
22 角二山 -             ○ ○   ○ ○ ○   ○     




第 3表（3/3） 本稿で扱う遺跡の石器組成 


















I 類 II 類 III 類 
24 お仲間林 -       ○ ○ ○       ○ ○ ○   ○ ○   
25 赤柴 -           ○       ○             
26 荻原 -       ○               ○         
27 大谷上ノ原 
IV       ○ ○ ○     ○ ○   ○     ○   
V ○     ○                     ○ ○ 
28 小塙城跡 -         ○                   ○   
29 江平 -       ○               ○       ○ 
30 一里段 A 
東         ○           ○           
西     ○ ○           ○   ○         





第 4表（1/3） 本稿で扱う遺跡の石器製作技術 
















縁辺 平坦 両極 研磨 石核素材 石核調整 剥離方向 石核素材 石核調整 剥離方向 
礫・分割礫 剥片 打面 頭部 稜 単 双 礫・分割礫 剥片 打面 頭部 単 双 求心 転移 
1 五川目（6） - ○                 ○     ○ ○     ○   ○       ○   ○   
2 田向冷水 -     ○     ○   ○ ○ ○ ○     ○ ○ ○ ○           ○   ○   
3 早坂平 
II ○                     ○ ○             ○ ○   ○ ○     
I     ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○     ○     ○ ○ ○ ○ ○ ○   
4 大崎 -           ○   ○ ○                     ○ ○   ○ ○     
5 板橋 III -                   ○     ○ ○     ○           ○ ○     
6 峠山牧場 IA 
7                                   ○ ○               
6 ○ ○                                                 
5     ○   ○ ○ ○ ○ ○             ○     ○ ○ ○   ○ ○ ○   
4     ○   ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○     ○     ○ ○     
3     ○   ○ ○ ○ ○ ○ ? ?         ○   ○   ○ ○   ○ ○   ○ 
2     ○     ○   ○ ○ ○     ○ ○   ○           ○ ○ ○     
1                         ○     ○             ○       
7 大渡 II 
3     ○   ○ ○ ○ ○ ○                     ○ ○   ○ ○     
2     ? ? ○ ○ ○ ○ ○                     ○ ○ ○ ○ ○     
1     ? ? ○ ○   ○ ○ ? ?         ○       ○ ○   ○ ○     
8 柏山館跡 
Ic                                     ○   ○   ○       
IIa 上 ○                                                   
IIa 下         ○ ○   ○ ○       ○ ○   ○       ○ ○   ○ ○     
IIb 上                       ○ ○ ○   ○           ○ ○ ○     
IIb 下                             ○ ○ ○           ○ ○     
IIc 上                       ○   ○                 ○ ○     
IIc 下                         ○ ○   ○ ○           ○ ○     
9 二の台長根 -                   ○     ○     ○ ○           ○ ○     
10 岩洞堤 
I     ○   ○ ○ ○ ○ ○                           ○ ○     





第 4表（2/3） 本稿で扱う遺跡の石器製作技術 
















縁辺 平坦 両極 研磨 石核素材 石核調整 剥離方向 石核素材 石核調整 剥離方向 
礫・分割礫 剥片 打面 頭部 稜 単 双 礫・分割礫 剥片 打面 頭部 単 双 求心 転移 
11 下嵐江 I・II 
不明     ? ?   ○   ○                       ○     ○ ○     
MB III ○                                           ○       
MB IIｂ ○ ○                                                 
MB IIa ○   ? ?   ○   ○                       ○ ○   ○ ○     
MB I ○   ○     ○ ○ ○ ○                   ○       ○ ○     
Po Vb                     ○ ○ ○ ○         ○       ○ ○     
Po Va     ? ? ? ? ? ○                     ○   ○   ○       
Po IV ○                                   ○   ○   ○ ○ ○   
Po III ○   ? ? ○ ○ ○ ○ ○                 ○ ○ ○     ○ ○ ○   
Po II                                     ○ ○     ○ ○     
Po I     ○   ○ ○   ○   ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   
Bl II     ○   ○ ○ ○ ○ ○                   ○ ○     ○ ○ ○   
Bl I 新     ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○                   ○ ○     ○ ○     
Bl I 古     ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○                     ○     ○ ○     
12 松木台 III -     ○     ○   ○ ○ ○     ○ ○   ○ ○     ○     ○       
13 下堤 G -     ○ ○ ○     ○ ○ ○ ○ ○   ○   ○ ○       ○   ○       
14 大久保 -                   ○       ○     ○           ○       
15 薬莱原 No.15 -     ○   ○ ○ ○ ○ ○                           ○       
16 富沢 -                   ○ ○   ○ ○   ○ ○           ○ ○     
17 山田上ノ台 -                   ○ ○   ○ ○   ○ ○           ○       
18 賀篭沢 -     ○ ○   ○   ○                       ○ ○   ○ ○ ○   
19 太郎水野 2 -     ○   ○ ○   ○ ○                     ○ ○   ○ ○     
20 上ミ野 A 
A 群     ○   ○ ○   ○   ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○     ○ ○   ○       
B 群   ○ ○   ○ ○   ○ ○                     ○ ○   ○       
21 高倉山 -     ○   ○ ○   ○ ○                     ○ ○   ○ ○     
22 角二山 - ○ ○           ○                       ○ ○ ○ ○ ○     
23 清水西 -           ○   ○   ○ ○         ○ ○ ○         ○ ○     
24 お仲間林 -     ○   ○ ○ ○ ○ ○ ○       ○   ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   
25 赤柴 -     ○   ○ ○   ○                     ○ ○     ○       
26 荻原 -               ○   ○           ○             ○ ○     
27 大谷上ノ原 
IV         ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○   ○ ○     ○   ○   




第 4表（3/3） 本稿で扱う遺跡の石器製作技術 
















縁辺 平坦 両極 研磨 石核素材 石核調整 剥離方向 石核素材 石核調整 剥離方向 
礫・分割礫 剥片 打面 頭部 稜 単 双 礫・分割礫 剥片 打面 頭部 単 双 求心 転移 
28 小塙城跡 -     ○   ○ ○   ○ ○                 ○         ○       
29 江平 -     ○ ○   ○   ○   ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○           ○       
30 一里段 A 
東     ○   ○ ○   ○ ○                       ○   ○ ○     
西     ○     ○   ○ ○ ○     ○ ○     ○     ○     ○ ○     














層位 層相 鉱物組成 
形態・色
調 






    ○ ○   ○     
柴 2011 To-Of     ○ ○   ○     




  ○ ○ ○ ○       
パリノ・サーヴェイ 2008a 
To-BP2   ○ ○ ○ ○       
To-BP1   ○ ○ ○ ○       
To-G   ○ ○ ○ ○       




  ○             
古環境研究所 2004 
To-Nb   ○             
To-HP ○   ○ ○ ○       




  ○ ○ ○ ○       
古環境研究所 2000a 
Ak-K   ○ ○ ○ ○       
To-HP   ○ ○ ○ ○       
AT     ○ ○ ○       
5 板橋 III 
Ak-K 
  
  ○             
パリノ・サーヴェイ 2008b 
To-Of ○     ○ ○   ○ 水和？ 
6 峠山牧場 IA 
AT 
  
    ○ ○ ○       
古環境研究所 1999 Aso-4     ○ ○ ○       
Toya     ○ ○ ○       
7 大渡 II 
To-a 
○ 
    △ ○ ○       
古環境研究所 1995a To-Cu     △ ○ ○       




    △ △ ○       
古環境研究所 1996a On-pm1     △ △ ○       
Toya     △ △ ○       




    ○ ○ ○       
京都フィッション・トラック 2006 













層位 層相 鉱物組成 
形態・色
調 




      ○ ○ ○     
火山灰考古学研究所 2009 
To-Of       ○ ○ ○     
Yk-Y   ○             
Hj-Kth       ○ ○ ○     
To-H 
  
    ○ ○ ○       
京都フィッション・トラック 2009 
AT     ○ ○ ○       
To-Of     ○ ○ ○       
Nr-Y     ○ ○ ○       
Yk-Y   ○ ○ ○ ○       
Hj-Kth     ○ ○ ○       






    ○ ○ ○ ○     
火山灰考古学研究所 2013 
As-YP     ○ ○ ○ ○     
AT     ○ ○ ○ ○     
To-Of     ○ ○ ○ ○     
12 松木台 III To-H       ○   ○       パリノ・サーヴェイ 1986 
13 下堤 G 
To-a 
  





K-Ah     ○ ○ ○     
As-K     ○ ○ ○     




○     ○ ○       
火山灰考古学研究所 2010 
To-H ○     ○ ○       
AT       ○ ○       
Nr-Y       ○ ○       
15 薬莱原 15 
Hj-O 
  
○   ○ ○    
古環境研究所 2007 
Nr-KU    ○ ○    
Nr-N    ○ ○    
Hj-Kth    ○ ○    
SK    ○ ○    













層位 層相 鉱物組成 
形態・色
調 
屈折率 EPMA 考古年代 
17 山田上ノ台 
Za-KW     ○ ○           庄司・山田 1985 
Nm-1 
○ 
    △ ○ ○ ○     
古環境研究所 2003 
As-K     △ ○ ○ ○     
AT       ○ ○ ○     
Za-KW   ○ △ ○ ○ ○     
Nr-Y     △ ○ ○ ○     




  ○             
佐川・大場 2003 
Ac-Md   ○             
19 太郎水野 2 
To-a 
○ 
○ ○   ○ ○ ○     
古環境研究所 2008 
To-H       ○ ○ ○     
As-K       ○ ○ ○     
To-Of       ○ ○ ○     
20 上ミ野 A 
To-H 
○ 
      △ ○ ○     
早田他 2004 AT ○   △ △ ○ ○     




      ○ ○       
早田 2016 
AT       ○ ○       
To-Of       ○ ○       
Nr-Y       ○ ○       
SK       ○ ○       




    ○ ○ ○       藤根 2015 
AT       △ ○ ○     八木・伴 2015 




      ○ ○       
早田 1995 












備考 文献 野外 室内 




○   ○ ○ ○       
火山灰考古学研究所 2014 
As-YP ○   ○ ○ ○       
AT ○   ○ ○ ○       
As-Sr ○   ○ ○ ○       
Ag-KP ○   ○ ○ ○       
DKP ○   ○ ○ ○       




    ○ ○ ○       
古環境研究所 1995b As-YPk     ○ ○ ○       




      ○ ○       
古環境研究所 2001 
AT ○     ○ ○       
Ag-K       ○ ○       
Ad-N1       ○ ○       
Nm-1 
○ 
    △ ○ ○       
古環境研究所 2002b 
As-YP ○     ○ ○       
AT       ○ ○       
Ag-KP       ○ ○       




      ○ ○       
古環境研究所 2002a 
As-YP       ○ ○       
AT       ○ ○       
Ad-N1       ○ ○       




○     ○ ○       
古環境研究所 2002c 
As-Ok1 ○     ○ ○       
AT       ○ ○       
Ag-KP     △ ○ ○       














層位 層相 鉱物組成 
形態・色
調 
屈折率 EPMA 考古年代 
30 一里段 A 
As-Kk 
○ 
  ○   ○ ○       
古環境研究所 2000b 
Hr-FP   ○   ○ ○       
Nm-1   ○   ○ ○       
As-YP       ○ ○       
AT       ○ ○       
Hr-HP     △ ○ ○       
Ag-K     △ ○ ○       
Ag-Nm ○   △ ○ ○       
DKP   ○ △ ○ ○       



















第 1節 地質編年 
 








た炭化物を測定した 14,780-14,170 cal yr BP（Beta-212928）、および 17,100-16,580 cal yr 
BP（Beta-212929）の 2点、「焼土 8」から採取された炭化物を測定した 15,250-14,750 cal 
yr BP（Beta-212927）の 1点の、合計 3点である。いずれの年代値も、遺物包含層の下位
に層を成す To-Of の降灰年代に矛盾しない。また、上位に層を成す To-HPについても新し
い降灰年代を採用すれば矛盾しない。これらのうち、「焼土 8」が石器集中とは重複しない
位置に分布する一方で、「焼土 6」は 9箇所の石器集中のうち、「SG3」と平面的に重複する
（第 13 図）。「SG3」は南東へ傾く緩斜面に立地している。特に「焼土 6」が分布する遺跡
南東部（低部）では、石器は斜面上部から流出した XIX層および XXII層由来の再堆積層に
含まれており、XIX層由来の再堆積層の直上にはプライマリーな XVI層が堆積する（第 14
図）。石器は XIX 層由来の再堆積層中部よりも下位に分布し、「焼土 6」は XVI 層直下で検
出されていることから、その垂直分布のあり方には若干の差異があることが読み取れる。











後、15,250-14,170 cal yr BP以前に形成されたと考えられる。少なくとも、得られた年代
値を石器集中の形成年代として直ちに採用することは出来ないであろう。 
早坂平遺跡第 I文化層では、石器集中と重複する炭化物集中、炉址、および焼土は検出さ




102 点の礫のうち、約 72.5%を占める 74 点に被熱痕跡が見られる。回収された年代値は、
25,570-24,710 cal yr BP（Beta-176016）である。また、「石器集中 35」は、北西に約 10m
離れた「石器集中 17」、西に約 15m離れた「石器集中 22」、西南西に約 10m離れた「石器
集中 29A」、西に約 5m 離れた「石器集中 30A」、西南西に約 4m 離れた「石器集中 30B」、
東北東に約 1m離れた「石器集中 34」、南西に約 1m離れた「石器集中 36」、および北北西
に約 5m 離れた「石器集中 38」の、合計 8 箇所の石器集中との石器の接合関係が確認され
ている。加えて、それらの石器集中との石器の接合関係が確認されている石器集中がさらに
7箇所あるため（「石器集中 5」「石器集中 14」「石器集中 15」「石器集中 19」「石器集中 20」
「石器集中 29B」「石器集中 29C」）、「石器集中 35」は合計 15 箇所の他の石器集中と形成
時期を同じくする可能性が高い。 
一方、「10号礫群」は「石器集中 44」、「石器集中 45」、および「石器集中 46」と重複し、
特に「石器集中 46」と平面的、垂直的によく重複する。礫群を構成する 516点の礫のうち、
約 94.4%を占める 487 点に被熱痕跡が見られる。回収された年代値は、23,620-23,030 cal 
yr BP（Beta-176267）である。「石器集中 44」と「石器集中 45」が重複しているのは、長
方形を呈する「10号礫群」の北部の、礫の分布が疎らな部分のみである。このうち、「石器















なおこの他に、「石器集中 17」が「1号礫群」と重複しており、16,570-16,180 cal yr BP
（Beta-176268）、および 38,510-34,790 cal yr BP（Beta-176020）の 2点の年代値が回収
されている。「1 号礫群」を構成する礫は 6 点と非常に少なく、炭化物が採取された時点で
はその存在が認識されておらず、室内整理の際に礫の分布を観察した結果、礫群として認定
されたという（岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター2004）。また、「石器集中 17」が
長径 10.14m、短径 8.04m の範囲に広がるのに対して、「1 号礫群」は長径 0.65m、短径
0.48m と非常に小さい。6 点の構成礫のうち 5 点（約 83.3%）に被熱痕跡が見られるもの
の、「1 号礫群」が前述の 2 基に比して遺構として認定するのが困難であること、2 点の年
代値は「石器集中 17」から採取された炭化物を測定したものであり、「1号礫群」とそれら
の炭化物の位置関係が不明であること、2 点の年代値に約 20,000 年という大きな開きがあ
ること、および既に年代値を採用した「石器集中 35」との石器の接合関係が確認されてい
ることから、本稿ではこれら年代値を採用しない。 
 大渡 II 遺跡については、発掘調査報告書において炭化物集中に番号が振られており、石
器集中には番号が振られていない。つまり、本遺跡について以下の記述で言及した「第●集
中区」とは、炭化物集中の名称である。大渡 II遺跡第 1 文化層では 4 箇所の炭化物集中が
検出されており、放射性炭素年代値がそれぞれから 1点ずつ回収されている。このうち、石
器集中と重複する遺構から採取された炭化物を測定した年代値は、「第 2集中区」から採取
された炭化物を測定した 34,000-30,360 cal yr BP（Gak-17724）、および「第 3集中区」か
ら採取された炭化物を測定した 22,200-20,760 cal yr BP（Gak-17723）の、合計 2点であ
る。遺物包含層上位には ATの層準が存在し、2点の年代値のうち前者がそれに整合的であ
る。「第 2集中区」と重複する石器集中では、遺物がほぼ水平に出土し、垂直分布もタイト








大渡 II遺跡第 1文化層を取り上げたが、第 1文化層と本稿で次に検討する第 2文化層から








 大渡 II 遺跡第 2 文化層の石器集中と重複する遺構から採取された炭化物を測定した年代
値は、7箇所の炭化物集中のうち「第 5集中区」から採取された炭化物を測定した、27,770-
26,040 cal yr BP（Gak-17730）、「第 7集中区」から採取された炭化物を測定した、26,960-
24,690 cal yr BP（Gak-17722）、そして「第 8集中区」から採取された炭化物を測定した、
31,460-28,610 cal yr BP（Gak-17721）の、合計 3点である（第 17・18図）。遺物包含層







 松木台 III 遺跡では、石器集中と重複する炭化物集中から採取された炭化物が測定され、









炭化物集中から採取された炭化物を用いた、36,390-34,780 cal yr BP（Beta-175016）、お











33,510-32,630 cal yr BP（IAAA-111813）、および 33,880-33,310 cal yr BP（IAAA-111814）













る（第 22図）。本礫群を構成する 115 点の礫のうち、約 97.4%を占める 112 点に被熱痕跡
が見られ、ここから採取された炭化物を測定した結果、24,550-24,120 cal yr BP（IAAA-
112301）の 1点の年代値が得られている。石器集中と重複しない 4 基の礫群のうち 3基か
らも炭化物を採取しており、「1号礫群」からは 24,380-23,920 cal yr BP（IAAA-112299）、
「2号礫群」からは 24,490-24,050 cal yr BP（IAAA-112302）、「5号礫群」からは 24,670-










層「石器集中 35」、「石器集中 46」、および大渡 II遺跡第 1文化層「第 2集中区」と重複す
る石器集中、同第 2文化層「第 5集中区」と重複する石器集中、「第 7集中区」と重複する
石器集中、「第 8 集中区」と重複する石器集中の、合計 2 遺跡 3 文化層 6 石器集中である。
さらに、石器の接合関係から、早坂平遺跡第 I 文化層「石器集中 35」は他 15 石器集中と、



























遺跡、田向冷水遺跡、大渡 II 遺跡第 1~3 文化層、富沢遺跡、および笹山原 No.16 遺跡の、






























 板橋 III 遺跡では、Ak-K 降灰層準の下位から石器集中が検出され、また、遺物包含層の
火山灰分析によれば、遺物包含層の形成は To-Of 降灰以後である可能性が指摘されている
（雫石町教育委員会 2008）。炭化物集中などは検出されていないが、遺物包含層から採取さ
れた炭化物が測定され、30,760-29,890 cal yr BP（IAAA-72462）、32860-31710 cal yr BP




本稿の設定した条件に則れば採用はできず、現状では To-Of 上位かつ Ak-K 下位に位置付
けられる点のみを主張することができる。 












 下嵐江 I・II遺跡では、火山灰分析により ATおよび As-YPが検出された。石刃 I群古段
階・I群新段階・II群、尖頭器 I群は AT上位かつ As-YP下位、尖頭器 II・III・IV・Va・




ず後期旧石器時代の年代を示すのは、いずれも AT 上位かつ As-YP 下位の、石刃 I 群古段











部から AT、III層上部から As-YPkが検出されている。主な遺物包含層は II層および III層












大谷上ノ原遺跡 1 号・3~5 号ブロックは、垂直分布状況から AT 上位かつ As-YP 下位に





広がりを見せる。4a 層下部からは AT が検出されており、遺物の層位別出土点数からは石
器集中が ATと重複、ないし上位に位置付けられるように見える。一方で、石器集中と重複
しない炉址が AT下位の 4b 層で検出されており、報告で「特殊遺構」と呼称される「焚火
跡」から 32,490-31,350 cal yr BP（IAAA-70356）、および 32,650-31,430 cal yr BP（IAAA-
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70357）の 2点、「16SX01」と呼称される「焚火跡」から 34,910-34,260 cal yr BP（IAAA-
161318）の 1点、それに隣接する「16SX02」から 34,930-34,280 cal yr BP（IAAA-161319）
の 1点の、合計 4点の年代値が得られている。いずれの年代値も AT下位という層位的位置
に矛盾しない。しかしながら、本節第 2項で述べた理由により、年代値を採用することは見
送る。さらに、ATとの上下関係について、調査者はおそらく石器の技術形態学的特徴から
判断して AT 下位に位置付けているものの、筆者は層位別出土点数から、AT 上位に位置付
けられる可能性がより高いと考える。 
峠山牧場 I遺跡 A 地区、柏山館跡、岩洞堤遺跡、下堤 G遺跡、大久保遺跡、富沢遺跡、











東北地方北部では、大崎遺跡の合計 1遺跡 1文化層が Ak-K下位に、板橋 III遺跡の 1遺
跡 1 文化層が、To-Of 上位かつ Ak-K下位に、五川目（6）遺跡、田向冷水遺跡、早坂平遺
跡第 I 文化層、および同第 II 文化層の合計 3 遺跡 4 文化層が、To-Of 上位かつ To-H ない
し To-HP下位に、松木台 III遺跡の 1遺跡 1文化層が To-H下位に、岩洞堤遺跡第 II文化
層、および同第 I 文化層の合計 1 遺跡 2 文化層が、To-H 上位に、下堤 G 遺跡、大渡 II 遺
跡第 1文化層、峠山牧場 I遺跡 A地区第 1文化層、同第 2文化層、柏山館跡第 IIc(下)文化
層、同第 IIc(上)文化層、同第 IIb(下)文化層、同第 IIb(上)文化層、同第 IIa(下)文化層の合計
4 遺跡 9 文化層が AT 下位に、大渡 II 遺跡第 2 文化層、同第 3 文化層、峠山牧場 I 遺跡 A
地区第 3 文化層、同第 4 文化層、同第 5 文化層、同第 6 文化層、同第 7 文化層、柏山館跡
第 IIa(上)文化層、および同 Ic文化層の、合計 3遺跡 9文化層が、AT上位に、下嵐江 I・II
遺跡石刃 I 群古段階、同石刃 I 群新段階、同石刃 II 群、および同尖頭器 I 群の、合計 1 遺
跡 4文化層が AT上位かつ As-YP下位に、下嵐江 I・II遺跡尖頭器 II群、同尖頭器 III群、
同尖頭器 IV 群、同尖頭器 V 群、同細石刃 I 群、同細石刃 II 群、および同細石刃 III 群の、
合計 1 遺跡 7文化層が As-YP上位に位置付けられた。このうち、早坂平遺跡第 I 文化層の
2 石器集中、大渡 II遺跡第 1 文化層の 1 石器集中、および同第 2文化層の 3 石器集中の合
計 2 遺跡 3 文化層 6 石器集中について、年代値の妥当性が確認された。さらに、石器の接
合関係から、年代値の妥当性が確認された早坂平遺跡第 I文化層「石器集中 35」は他 15石
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器集中と、「石器集中 46」は他 1 石器集中と、それぞれ形成時期を同じくする可能性が高
い。 
東北地方南部では、薬莱原 No.15 遺跡の 1 遺跡 1 文化層が Nr-KU 上位かつ Hj-O 下位
に、角二山遺跡、および清水西遺跡の合計 2遺跡 2文化層がHj-O下位に、賀篭沢遺跡の 1
遺跡 1文化層が Za-KW上位に、大谷上ノ原遺跡 2号ブロック、および荻原遺跡の合計 2遺
跡 2文化層が As-YP下位に、太郎水野 2遺跡、赤柴遺跡の合計 2遺跡 2文化層が As-YP上
位に、一里段 A 遺跡西ブロック、江平遺跡、大久保遺跡、および高倉山遺跡の合計 4 遺跡
4文化層が AT下位に、大谷上ノ原遺跡 1・3~5号ブロック、小塙城跡、および山田上ノ台
遺跡の合計 3遺跡 3文化層が AT上位かつ As-YP下位に、お仲間林遺跡、富沢遺跡（第 30
次）、笹山原 No.16 遺跡、および一里段 A 遺跡東ブロックの、合計 4 遺跡 4 文化層が AT























 対象となる遺跡は、大崎遺跡、板橋 III 遺跡、峠山牧場 I 遺跡 A 地区、大渡 II 遺跡、柏













料に To-Of 上位かつ Ak-K 下位の資料を加えた場合、As-YP 上位の資料に To-H 上位の資
料を加えた場合、さらに遺物点数が 10点未満の、標本サイズが非常に小さい石器集中を除
外した場合についても比較を行ったが、同様に有意差は認められなかった。 
そこで、それぞれ AT下位と AT上位の資料、ならびに AT下位、AT上位かつ As-YP下
位、および As-YP上位の資料について、統計ソフト Past 3で器種多様度と二次加工強度の


























現するため（下嵐江 I・II遺跡尖頭器 Vb群石器集中 15、同細石刃 I群石器集中 5）、中央
値と平均値は下降する。特に細石刃石器群とその上位には、石器集中を構成する石器の点数
自体が少ない、あるいはトゥールを伴わないという理由から、器種多様度分析に供すること


















る石器群（下嵐江 I・II 遺跡尖頭器 II 群石器集中 9、同尖頭器 Vb 群石器集中 15）が出現
し、平均値、中央値は上昇する。一方で、二次加工強度の小さいナイフ類石器群（岩洞堤遺






































































































1 Tr, PB, Po A 0.68698 0.22024 
0.73251 0.18403 - Ak-Y 
2 TP A 0.75 0.13333 
板橋 III - - Tr A 0.46154 0.09491 0.46154 0.09491 To-Of Ak-K 
峠山牧場 IA 
7 
30 Po D 0 1 
0.5 0.9375 AT - 
31 - D 0 0.875 
6 
23 MB B - - 
- - AT - 
29 MB B - - 
5 
1 PB A 0.18 - 
0.75935 0.38917 AT - 
2 PB D 0.5 0.125 
4 BP A 0.77551 0.36667 
5 PB, Po B 0.625 0.34375 
7 PB, Po B 0.625 0.75 
8 BP, Po A 0.57143 0.78125 
10 PB, BP, Po A 0.69421 0.40412 
15 PB A 0.54545 0.21875 
16 Tr, PB A 0.56805 - 
17 PB, BP, Po A 0.73611 0.67083 
18 PB, BP, Po A 0.71202 0.25126 
19 - B - - 
20 - B - - 
21 PB, Po D 0.77551 0.28125 
24 - B - - 
25 - B 0 - 
26 - B 0 0.16667 
4 
9 Tr, PB A 0.625 0.16667 
0.72 0.14583 AT - 
11 - A 0 0.125 
3 
6 PB A 0.7648 - 
0.7396 0.26716 AT - 
12 PB A 0.69 0.27957 
13 PB A 0.72 0.58333 
14 PB A 0 - 
27 PB A 0.5 0.25 
28 Tr A 0.63905 0.32292 
2 3 Tr, PB A 0.14464 0.0625 0.14464 0.0625 - AT 
1 22 Tr D - - - - - AT 
大渡 II 
3 
12 PB, BP A 0.72569 0.15625 
0.73246 0.15625 AT - 
13 PB A 0 - 
14 PB A 0.44444 - 
15 BP B 0 - 
2 
5 BP A 0.8125 0.2118 
0.73636 0.25278 AT - 
6 - B - - 
7 PB A 0.62346 0.2552 
8 PB A 0.55621 0.3 
1 
1 - B - - 
0.73724 0.13281 - AT 2 Tr, PB A 0.74556 0.13542 
























Ic - TP A 0 1 0 1 AT - 
IIa 上 - MB A - - - - AT - 
IIa 下 
1 BP A 0.77098 0.15705 
0.82402 0.19861 AT - 2 PB, Po B 0.5 0.6875 
散在区 - A 0 0.25 
IIb 上 
1 - A 0 0.1875 
0.66667 0.13542 - AT 
2 BP A 0.5 0.08333 
IIb 下 
1 Tr A 0.66667 0.4375 
0.66667 0.4375 - AT 
2 - A - - 
IIc 上 - - B 0.44444 0.28472 0.44444 0.28472 - AT 
IIc 下 - - B 0.5 0.25 0.5 0.25 - AT 
岩洞堤 
I 
I1 BP B 0.375 0.13542 
0.48 0.13542 To-H - 
I2 BP B 0 - 
II 
II1 Tr, PB A 0.54438 0.125 
0.77503 0.13691 To-H - 
II2 Tr, BP A 0.76389 0.10417 
II3 Tr, BP A 0.76543 0.1875 
II4 - B 0 - 
II5 Tr, BP B 0.64 0.14583 
II6 Tr B 0.5 0.125 




3 - B - - 
0.75 0.33333 As-YP - 
6 - B 0 0.5 
10 - A 0.5 0.125 
16 - A 0 0.375 
22 - A - - 
MB III 13 MB A - - - - As-YP - 
MB IIa 
11 - B 0.56 0.15625 
0.76389 0.36111 As-YP - 
25 Po, MB B 0.73469 0.525 
MB I 
4 MC B - - 
0.72222 0.43403 As-YP - 
5 Po, MB B 0 0.9375 
8 MB, MC A 0.64 0.33333 
26 MB B - - 
Po Vb 
2 Po B 0.64 0.47917 
0.61111 0.56597 As-YP - 
15 Po A 0 1 
Po IV 21 Po, TP A 0.61224 0.58333 0.61224 0.58333 As-YP - 
Po III 
1 - A - - 
0.68889 0.60991 As-YP - 
14 Po A 0.68889 0.60991 
Po II 9 Po B 0.44444 0.78125 0.44444 0.78125 As-YP - 
Po I 
18 PB, BP, Po A 0.81632 0.33602 
0.81839 0.34833 AT As-YP 
19 PB, BP, Po A 0.77686 0.56597 
23 - A 0.5 0.1875 
24 BP A 0 - 
Bl II 
17 Po A 0.80327 0.23177 
0.78828 0.21745 AT As-YP 
20 PB A 0.70833 0.17448 
Bl I 新 12 PB, BP, Po A 0.7824 0.1557 0.7824 0.1557 AT As-YP 














跡、板橋 III 遺跡、峠山牧場 I 遺跡 A 地区、大渡 II 遺跡、柏山館跡、二の台長根遺跡、岩
洞堤遺跡、下嵐江 I・II遺跡、松木台 III遺跡、下堤 G遺跡、大久保遺跡、薬莱原 No.15遺
跡、富沢遺跡、山田上ノ台遺跡、賀篭沢遺跡、太郎水野 2 遺跡、上ミ野 A 遺跡、高倉山遺
跡、清水西遺跡、角二山遺跡、お仲間林遺跡、赤柴遺跡、荻原遺跡、大谷上ノ原遺跡、小塙








ら二の台長根遺跡を除いた合計 30 遺跡 62 文化層が、テフラを基準として編年的に位置付
けられた。これらのうち、早坂平遺跡第 I文化層の「石器集中 35」、および「石器集中 46」、
大渡 II遺跡第 1文化層の「第 2集中区」に重複する石器集中、同第 2文化層の「第 5集中
区」に重複する石器集中、「第 7集中区」に重複する石器集中、および「第 8集中区」に重
複する石器集中の、合計 2 遺跡 3 文化層 6 石器集中については、放射性炭素年代値の妥当
性が検証された。さらに、石器の接合関係から、早坂平遺跡第 I 文化層の「石器集中 35」
は、「石器集中 5」、「石器集中 14」、「石器集中 15」、「石器集中 17」、「石器集中 19」、「石器
集中 20」、「石器集中 22」、「石器集中 29A」、「石器集中 29B」、「石器集中 29C」、「石器集中
30A」、「石器集中 30B」、「石器集中 34」、「石器集中 36」、「石器集中 38」の合計 15石器集






地・胆沢台地周辺に位置する大崎遺跡、板橋 III 遺跡、峠山牧場 I 遺跡 A 地区、大渡 II 遺
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